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研究者として成長できる 教育 ・ 労働条件を実現しよう
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団体交渉速報その⑤

水道水
京
都
大
が
軍
事
研
究
に
関
す
る
方
針

支部執行委員会
＊教職員組合人文学部支部の執行委員会

を下記の要領で開催いたします。支部組合

員はどなたでも参加できますので、お気軽

にお越しください。

　日時：４月23日（月）17:00～

　場所：小会議室

＊京都大は、３月28日下記の方針を発しました。

京都大学における
軍事研究に関する基本方針

　本学は、創立以来築いてきた自由の学風を

継承し、地球社会の調和ある共存に貢献する

ため、研究の自由と自主を基礎に高い倫理性を

備えた研究活動により、世界に卓越した知の創

造を行うことを基本理念に掲げています。

　本学において研究に従事する全ての者は、

この基本理念のもと、主体的判断により行う研

究活動とその成果が将来に亘り地球社会に与

え得る影響を自覚しながら、高次の専門的能力

と総合的視野をもって社会からの信頼と負託に

応えてゆくことが求められます。

　このことから、本学における研究活動は、社

会の安寧と人類の幸福、平和へ貢献すること

を目的とするものであり、それらを脅かすこと

に繋がる軍事研究は、これを行わないこととし

ます。

　なお、個別の事案について判断が必要な場

合は、総長が設置する常置の委員会において

審議することとします。

国立大学法人京都大学

実利益は 70 万
病
院
は
市
水
に
か
え
た

＊
先
月
13
日
の
学
長
と
の
団
体
交
渉
の
記
録
の
続
編
で
す
。
今
回
は

水
道
水
。
井
戸
水
に
か
え
て
も
大
学
に
と
っ
て
た
い
し
た
利
益
に
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

尾
藤
　
水
質
は
水
道
法
上
の
水

質
基
準
の
範
囲
。
井
戸
水
を
研

究
に
用
い
る
際
に
、
必
要
な
研

究
室
に
つ
い
て
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
用
を
負
担
す
る
。
現
在
35

研
究
室
ほ
ど
。
新
任
の
教
員
か

ら
も
申
請
書
を
出
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
対
応
し
て
い
る
。

組
合
　
多
少
改
善
さ
れ
た
？
。

尾
藤　

あ
ま
り
か
わ
ら
な
い
。

組
合
　
導
入
す
る
と
き
に
生
物

資
源
に
何
の
相
談
も
な
か
っ
た
。

動
植
物
に
も
そ
の
水
に
応
じ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
。
魚
の
飼
い

方
な
ど
。
だ
い
じ
な
研
究
環
境

を
つ
ぶ
し
て
い
る
。
独
り
よ
が

り
に
走
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
井

水
プ
ラ
ン
ト
は
そ
の
象
徴
。

組
合
　
事
務
室
の
ポ
ッ
ト
が

半
年
で
ダ
メ
に
な
る
。
１
個

５
０
０
０
円
く
ら
い
。
大
学
全

体
の
節
約
の
し
わ
寄
せ
。

駒
田
　
も
っ
た
い
な
い
。

組
合
　
35
の
研
究
室
へ
の
補
助

と
差
し
引
き
し
て
ど
れ
く
ら
い

大
学
の
節
約
に
な
る
の
か
。

事
務
　
年
額
で
井
水
に
よ
る
削

減
額
が
４
１
０
万
く
ら
い
。
た

だ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
３
５
０
万

く
ら
い
な
の
で
、
実
利
益
はﾒ

35
の
研
究
室
へ
の
補
助
を
差
し

引
く
と
70
万
。

組
合
　
病
院
で
こ
ん
な
水
を

使
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
は
？

事
務
　
病
院
は
市
水
に
か
え

た
。

組
合
　
井
水
に
か
え
た
と
き
に

だ
い
ぶ
混
乱
し
た
。
魚
が
死
ん

で
浮
い
た
と
か
。
純
粋
な
水
を

作
る
装
置
に
微
生
物
が
入
り
込

ん
だ
こ
と
も
。

駒
田
　
問
題
と
そ
の
改
善
点
に

つ
い
て
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

尾
藤
　
新
た
な
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
当
然
対
応
す
る
。

井戸水にかえて 年額で
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非正規教職員の無期転換権を適正に保障させよう

中執役選開票結果

文部科学省
無期転換調査「

５
年
で
雇
止
め
」
は
消
滅

　
国
立
大
学
の
無
期
転
換
対

応
状
況
に
関
す
る
文
部
科
学

省
の
調
査
の
資
料
の
う
ち
、「
対

応
状
況
調
査
」
が
３
月
31
日
に

文
科
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。http:/

/
w
w
w
.

m
ext.go.jp/

a
_m

enu/
koutou/

houjin/
houjin.htm

　
こ
の
う
ち
、「
契
約
更
新
に

通
算
５
年
以
内
の
上
限
を
設
け

る
」
法
人
は
ゼ
ロ
に
な
り
つ
つ

も
、「
④
契
約
更
新
に
原
則
と

し
て
通
算
５
年
以
内
の
上
限
を

設
け
る
が
、
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
場
合
に
、
通
算
５
年
を

超
え
る
更
新
を
認
め
る
」
大
学

が
24
・
４
％
も
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
、
岐
阜
大
学
は
「
契
約

更
新
に
通
算
５
年
（
研
究
開
発

力
強
化
法
に
該
当
す
る
場
合

は
10
年
）
の
上
限
を
設
け
」
る

一
方
で
、「
部
局
長
が
必
要
と

認
め
た
場
合
」、「
業
務
の
特
殊

性
を
鑑
み
、
教
育
の
遂
行
上
や

む
を
得
な
い
場
合
」、「
退
職
ま

で
の
雇
用
財
源
が
見
込
め
る
こ

と
」
と
い
っ
た
条
件
の
す
べ
て

が
満
た
さ
れ
た
場
合
に
し
か
５

年
を
超
え
た
契
約
更
新
そ
の
も

の
を
認
め
な
い
と
い
う
悪
質
な

対
応
で
す
。
名
古
屋
大
学
も
、

「
契
約
更
新
に
通
算
５
年
以
内

の
上
限
を
設
け
る
」
が
、
大
学

が
「
当
該
業
務
の
遂
行
上
特
に

必
要
と
認
め
る
場
合
」
に
の
み
、

「
５
年
を
超
え
て
更
新
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
福
島
大
学
の
よ
う

に
「
非
常
勤
講
師
に
つ
き
対
応

方
針
未
定
」
と
す
る
大
学
や
、

島
根
大
学
の
よ
う
に
非
常
勤
講

師
と
は
「
業
務
委
託
契
約
を
締

結
し
て
い
る
」
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
筑
波
技
術
大
や

名
古
屋
工
大
の
よ
う
に
「『
非

常
勤
講
師
』
に
つ
い
て
は
、
通

算
10
年
以
内
の
上
限
」
と
し
て

い
る
例
も
い
ま
だ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
九
州
工
大
の
よ
う

に
「
教
員
任
期
法
に
基
づ
き
10

年
以
内
の
任
用
更
新
期
間
を

設
け
て
い
る
」
と
の
誤
っ
た
認

識
の
大
学
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、「
契
約
更

新
に
通
算
５
年
以
内
の
上
限
を

設
け
る
」
と
す
る
規
定
を
、
全

国
的
な
運
動
で
い
か
に
打
破
す

る
か
で
す
。
同
様
の
規
定
は
、

名
古
屋
大
、
岐
阜
大
の
他
、
新

潟
大
、
滋
賀
大
、
京
都
工
業
繊

無
期
転
換
申
込
み　
三
重
大
で
も
始
ま
る

維
大
が
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
富
山
大
、
神
戸

大
、鹿
屋
体
育
大
の
よ
う
に
「
当

該
授
業
又
は
研
究
指
導
の
遂

行
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
間
」

や
「
教
育
の
質
保
証
の
観
点
か

ら
大
学
が
特
に
必
要
と
認
め
る

場
合
」
に
限
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
れ
ば
、
高
知
大
の
よ
う

に
、
２
０
１
３
年
３
月
31
日
以

前
か
ら
引
き
続
い
て
雇
用
し
て

い
る
者
、
あ
る
い
は
岡
山
大
の

よ
う
に
２
０
０
６
年
以
前
か
ら

の
継
続
雇
用
者
に
限
定
し
て
無

期
転
換
を
認
め
る
大
学
も
あ

り
ま
す
。
私
学
よ
り
は
ま
し
と

は
い
え
、
い
ま
だ
誤
っ
た
観
念

と
対
応
が
残
っ
て
い
ま
す
。

全候補者が投票者の過半数の信任となりま

した（敬称略）。委員長 村上克介（生物資源）

／副委員長 松岡守(教育）／書記長 深井

英喜（人文）／書記次長 中西康雅(教育 )

／書記次長 新美 治利 （工）

　
こ
の
４
月
１
日
に
労
働
契
約

法
18
条
に
基
づ
く
、
い
わ
ゆ
る

５
年
ル
ー
ル
の
行
使
が
解
禁
さ

れ
る
な
か
、
三
重
大
学
で
も
、

有
期
雇
用
教
職
員
の
無
期
転

換
申
込
権
の
行
使
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
あ
る
部
局
で
非
常

勤
講
師
が
申
込
み
を
す
る
と
、

副
課
長
が
、な
じ
み
の
な
い
「
無

期
転
換
申
込
書
」
に
、最
初
き
ょ

と
ん
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
説

明
す
る
と
納
得
し
た
様
子
で
受

け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

申
込
書
の
書
式
は
人
事
労
務

チ
ー
ム
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ご

不
安
の
方
は
、
人
文
学
部
支
部

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（「無期転換ルールへの
対応状況に関する調査」）


